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工場別車種別受持表 給所 ・ 食堂を経営する事業所のがあるほか， 専属の医療後!刻

としては診療所⑪があり，そのほか厚生寮等をもっていると

ころもある。
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写真に示す工1必図はわが国における 1 つの代表的な工場設備

の例を示したものであるが，モの中で鉄道工場'!!h自のものとし

てとくに限を引くものについて述べる。

まず l 番目がソ ー ダ煮;先場であるが， 入場してパラパラに解

体された修繕部品が詳細lに検査されるためには，完全に消婦さ

れなければならず， 解体された部品はすべてソ ー ダ液糊の中で

煮沸されて， 附着した汚物を取除かれる。 主くに大形な車体，

台車などや塗組Jの1l，J離や新塗粧などの目的のためには，これに

よらず砂噴場において圧縮空気を使って砂や鋳鉄片を吹きつけ

る方法をとっている。また洗管場は解体された煙管の7Ì<あかを

落す設備であって， 従来は機械的に態管どうしをたたき合わせ

る方法を用いていたが，最近では砂噴装置と同級な鋳鉄片の噴

きつけによる方法も利用している。さらにまた修繕を完了し出

場してゆく車両に必裂な設備と しては，動力車ではその各極性

能が完全に発御されるまで調節整備をする設備としての準備室

や，車両の巡)fJ上重大な意味をもっ取lh重の測定を正確に行う設

備である計量所や， 有がい貨車の雨漏りを発見してその修繕の

完全を期するための雨漏試験湯などが挙げられよう。

鉄道工場は経lill上中間勘定として別個の勘定科目の中で独特

の工場経理規程の適用を受けているほか， とくに他の現場に見

られないものとしては，工場技工に適用されている i宣言古制度が

ある。工島品作業が詳細なl時間測定に よ って分析され， 段上げら

れた単人工(にんく)を基礎として計画され， 言i負によるむだ

のない作業によ って述営されてゆく と ころに，その生命ともい

うべき，車両の安全性に対するlEiiい信頼感が生れてくる大きな

原因があるといえよう。鉄道 L工場7 は一般には Lこうば1 と

読むが， 名称を冠した場合は LOOこうじよう 1 と 読む。(片岡

博)
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歌詞(第 1 意) . みどりの 野やま ひカるよJ はこ

花の東京い と了 て了 a 

ざさらはf ね t 伊豆町 一 尚 の 1) じり

首途(かどで) うれしき汽車の旅

つばめよ，はとよひと飛びに

残 っている)など特殊なものもある。 ゆけば心も雲も飛ぶ

また用品倉庫長は工場長の命令を受けるだけでなく ， 地方資 みどりの野山，光る海

材部または資材事務所の現築業務をも分掌して， llî'紋品陣 0， 箱根と伊豆の湯のけむに(岡部政造)

予備品庫 Oョを管理し，工場および区における資材と用品事 てつどうこうぼう 鉄道公報 公報とも呼ばれ， 国鉄におけ

務を行っており，工場技能者養成所は新たに採用する職員を工 る業務上の命令その他を伝達する際関紙である。凶係法令， 総

場中堅技工として養成するほか，工場職員の再教育をも行って 裁の命令や司11示，執務上の注意事項などを全役職員に徹底させ

いる。これらの組織に附属して職員の福利厚生話器開として， 配 るために掲寂するほか，辞令， :tt罰等をも掲載する。 発行者は，
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